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牽引する“鹿沼の名匠”。
　「ものづくりのまち鹿沼」を熟練の技で

　鹿沼の産業や文化の振興を担うその技
と心意気を紹介します。

髙久　裕司さんさん（石橋町）

表装

21

昭和46年、石橋町生まれ。
大学卒業後、一度は一般企業に就職し、
25歳のときに実家を継ぐことを決意。
平成14年に１級表装（表具作業）技能
士、19年には１級表装（壁装作業）技
能士を取得。現在では、父・幸太郎さ
んとともに、数々の表具の修復を手掛
ける。

市民のひろば

有限会社　髙久表装店
ゆう  じ

戸
時
代
か
ら
６
代
続
く
老
舗
「
髙

久
表
装
店
」。
今
回
認
定
を
受
け

た
髙
久
裕
司
さ
ん
と
、
そ
の
父
・
幸
太
郎

さ
ん
、
親
子
２
代
で
経
営
し
て
い
ま
す
。

主
な
業
務
は
、
表
具
（
掛
け
軸
、
屏
風
、

額
、
巻
物
等
）
の
製
作
・
修
復
や
、
襖
、

障
子
の
張
替
え
な
ど
で
、
特
に
表
具
の

修
復
の
依
頼
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
そ

う
で
す
。
中
で
も
、
修
復
作
業
は
県
内

で
も
請
け
負
う
店
が
少
な
く
、
県
内
外

か
ら
依
頼
が
あ
る
と
い
い
ま
す
。

や
紙
を
貼
り
合
わ
せ
て
、
掛
け
軸

や
屏
風
、
襖
な
ど
を
製
作
す
る
表

装
は
、
経
典
や
仏
画
を
保
護
す
る
た
め

に
中
国
か
ら
伝
来
し
た
技
術
で
す
。
長

い
年
月
の
経
過
に
よ
っ
て
傷
ん
だ
絵
や

書
を
丹
念
に
修
復
し
、
再
び
命
を
吹
き

込
む
表
具
師
に
は
、
確
か
な
職
人
技
が

要
求
さ
れ
ま
す
。

復
作
業
は
、
布
や
紙
の
表
装
部
分

か
ら
作
品
を
剥
が
す
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
表
具
用
の
ク
リ
ー
ナ
ー
を
用

い
て
染
み
や
カ
ビ
を
取
り
除
き
、
虫
喰
い

な
ど
で
穴
が
開
い
た
部
分
に
は
、
裏
側

か
ら
和
紙
を
少
し
大
き
め
に
切
っ
て
あ

て
は
め
、
ま
た
、
和
紙
を
幾
重
に
も
張

り
合
わ
せ
て
乾
か
し
ま
す
。
１
点
で
も
、

最
短
で
も
１
カ
月
、
長
け
れ
ば
半
年
も

か
か
る
緻
密
な
作
業
で
す
。

司
さ
ん
が
、
父
・
幸
太
郎
さ
ん
と

同
じ
表
具
師
の
道
を
選
ん
だ
の
は

25
歳
の
と
き
。
大
学
卒
業
後
、
一
度
は

一
般
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
が
、
以
前

に
増
し
て
忙
し
く
な
っ
て
い
た
店
の
様

子
を
見
て
、
実
家
の
仕
事
を
手
伝
う
こ

と
を
決
意
し
ま
し
た
。「
早
く
一
通
り
の

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
と

い
う
思
い
で
、
幸
太
郎
さ
ん
を
参
考
に
、

見
よ
う
見
ま
ね
で
技
術
を
習
得
し
て
い

っ
た
と
い
い
ま
す
。
親
子
で
仕
事
を
し
て

い
る
こ
と
で
、
時
に
は
対
立
す
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
裕
司
さ
ん
は
「
父

の
こ
と
は
と
て
も
尊
敬
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。
今
回
、
幸
太
郎
さ
ん
に
続

く
形
で
認
定
を
受
け
た
裕
司
さ
ん
。
磨

き
上
げ
ら
れ
た
匠
の
技
は
、
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

布 江
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①今回は緑色と茶色の裏打ちした
布を使用。②大きさを測り、丸包
丁で布をカットします。③④幅に
気を付けてのりを付け、丁寧に布
を切りつぎします。⑤へらで押し
つけしっかりと固定します。

修

①

②

④

⑤

③

裕
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我が家のアイドル募集

1歳を迎えたお子さんを紹介します。
※1月1日～1月30日生掲載　

　締切は、１歳の誕生日です。お子さんの名前（ふりがな）・性
別・誕生日・住所・電話番号・保護者氏名を書いた「メモ書き」と
写真（裏面に名前明記）を、郵送、メール（５ＭＢ以内）、または直
接広報広聴係（市役所本館３階）へお持ちください。
※写真は頭からあごまでが写り、顔の周りに余裕があるものを
　用意してください。

アイドル

〒322-8601　今宮町1688-1 右のQRコード
からもアクセス
可能

広報広聴係「我が家のアイドル係」
メール　koho@city.kanuma.lg.jp

樅山町
齊藤　信さん
（T8.３.13生）上殿町

山野　藍ちゃん
らん

（H30.1.25生）

楡木町
田中　沙奈ちゃん

さ　な

（H30.1.30生）

高谷
松崎　杏由葉ちゃん

あ　ゆ　は

（H30.1.24生）

上石川
石川　琴望ちゃん

こと  み

（H30.1.22生）

上殿町
益子　タツさん
（T8.３.16生）

北赤塚町
楡木　千晴ちゃん

ち はる

（H30.1.1生）

樅山町
黒川　裕貴くん

ゆう き

（H30.1.2生）

武子
黒川　蒼介くん

そうすけ

（H30.1.4生）

千渡
山中　詩月くん
（H30.1.8生）

深津
今井　彩綾ちゃん

さ　やし づき

（H30.1.9生）

貝島町
安西　忠章くん
（H30.1.13生）

上石川
小川　将生くん

まさ き

（H30.1.14生）

上石川
橋本　彩央依ちゃん

あ  お   い

（H30.1.14生）

緑町1丁目
神山　善之丞くん

ぜん の すけ ただあき

（H30.1.12生）

千渡
青柳　音花ちゃん

おと は

（H30.1.15生）

樅山町
金子　絢ちゃん

あや

（H30.1.16生）

旭が丘
鈴木　総悟くん

そう ご

（H30.1.16生）

松原1丁目
伊東　圭くん
（H30.1.17生）

口粟野
岡　里衣紗ちゃん

り  い   さけい

（H30.1.17生）

花岡町
野瀬田　彩人くん
（H30.1.17生）

下武子町
鈴木　咲優ちゃん

さ ひろ

（H30.1.19生）

仁神堂町
太田　芽依ちゃん

め　い

（H30.1.21生）

村井町
金子　希紘ちゃん

ま ひろ あや と

（H30.1.17生）

我が家の

のぶ

１００歳万歳！

仁神堂町
若井　こはるさん
（T8.3.19生）


